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梅雨の季節となりました。ジメジメがいやだなと思う私とは裏腹に我が家のあじさいは元気

いっぱいに咲き誇っています。明日から６年生が修学旅行に出発します。梅雨空を吹き飛ば

し，充実した３日間になることを願っています。 

 

◇市教育委員会の学校訪問を終えて 

５月３０日に小林教育長様をはじめ，教育委員および教育委員会の皆様，総勢９名が大和小

学校を訪れ，学校の様子や授業の様子等を視察されました。 

視察を終え，大和小児童の良いところをたくさん褒めていただきました。その中から三つの

ことを紹介します。 

一つ目は，子どもたちの「笑顔」がすばらしいということです。「笑顔」という言葉は学校

経営方針の柱「子どもも教師も笑顔あふれる楽しい学校」と，児童会のスローガン「３６人の

輪，笑顔あふれる大和小」の両方に含まれている，言わば今年度の本校のキーワードとなって

いる言葉です。その「笑顔」を子どもたちが体現してくれていることをうれしく思いますし，

これからも教職員一同，子どもたちの「笑顔」のために尽力していきたいと思っています。 

二つ目は，「あいさつ」がすばらしいということです。「どの教室に行っても子どもたちが

元気にあいさつをしてくれる。そして，すぐに気持ちを切り替えて授業に集中することができ

ている。」「会ったときも，帰りにも元気にあいさつをしてくれて，とても気持ちがいい。」

と評価していただきました。あいさつが素晴らしいことは，大和小の伝統の一つになっている

と思います。これからもこの伝統をみんなで大切にしていきたいと思っています。 

三つ目は，発表したり，発言したりしている児童の態度がすばらしいということです。少人

数だからこそ，発表するチャンスはたくさんあります。発表が苦手だという児童も間違いを恐

れず，発言や発表をチャンスだと思って経験を積めば上手にできるようになります。自分の考

えを表現することができるということは，

将来絶対に役に立ちます。これからも積極

的にそういった機会をつくっていきたいと

思います。 

その他にも，「素直で明るい子どもたち

で，癒やされます。」「大和の良さとし

て，地域とのつながりが大きく影響してい

るように思います。」との言葉もありまし

た。今後も保護者そして地域と力を合わせ

ながら，子どもたちの教育を推進していき

たいと考えています。 

訪問日の給食は，子どもたちと一緒に食べていただきました。 



◇菊池
き く ち

省三
しょうぞう

先生から学ぶ 
６月１日に教育実践研究家である菊池省三先生を講師としてお招きし，校内研修会を実施し

ました。午前中は，授業参観や模範授業をしていただき，午後からは菱山小学校の４～６年生

が合流しての合同授業，そして，合同研修会を行いました。 

全国的にも著名な先生に授業参観をしていただいたり，実際に授業をしていただいてその授

業をもとに研修を深めたりすることは，子どもたちにとっても，我々教員にとってもとても貴

重な経験となりました。 

菊池先生に本校においでいただくのは，今年で３年目となります。今回は，子どもたちのや

る気や自己肯定感を高めながら，対話的な学習をどのように仕組んでいくかについて，実践を

もとに具体的に学びを深めることができました。 

子どもたちが主体となる楽しい授業をつくっていくために，今後もたゆまぬ研修と授業改善

を実施していきたいと考えています。 

【大和小のよいところコーナー】 

☆児童会あいさつ運動 

５月２３日から児童総会で決定したとおり，朝のあいさつ運動が始まりました。児童会

執行部の子どもたちが玄関に立ち，登校した児童全員とあいさつをします。「○○さん，

おはようございます」「○○さん，おはようございます」とお互いに名前を呼んで，頭を

下げながらのあいさつとなっており，目を合わせ，心を合わせてのあいさつができていま

す。ここも小規模校ならではの良さであると感じています。あいさつの取り組みを今後も

大事にしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈きちんと帽子を取って相手の名前を言いながらあいさつをします〉 


